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事 業 名 事 業 区 間 総事業費     2.1 億円
事業種目   農 道

一般農道整備事業 印南地区 内用地補償費     - 億円

所  在  地
事業採択
予定年度

着工予定
年  度

完成予定
年  度

兵 庫 県 加 古 郡 稲 美 町 印 南   H２０   H２０  H２１

事 業 目 的 事 業 内 容

農作物の品質向上や運搬経費節減等により農産
物を安定的に供給し、農業の振興を図るため、ほ場
整備済み区域内の未舗装農道について舗装を行う。

・農道舗装 7.4km（W3.0～5.0m）
 
・負担率 

［国45% 県27.5% 町27.5% 地元0%］

評 価 視 点 評  価  結  果  の  説  明

(1) 必要性

(2) 有効性・効率性

(3) 環境適合性

(4) 優先性

① 稲美町は県下でも有数の野菜産地であり、特にキャベツは第４位の生
産量を誇っている。これらを支えている認定農業者等の農業生産性向
上を支援するとともに、農地利用集積を促進する。

② 「ひょうご安心ブランド」や「いなみブランド」である軟弱野菜やト
マト、メロン等の農産物を「ふぁ～みんSHOPいなみ」や「いなみ朝
市」等で地域に提供しており、これら地産地消の取り組みを支援する。

③ 砂利道運搬による軟弱野菜等の荷傷みや土ほこりによる品質低下を軽
減し、消費者に良質な野菜を提供する。

費用便益比 B/C=1.09 (便益額B=242百万円、総費用C=223百万円)
であり、事業としての効果が十分に期待できる。

施工にあたっては舗装資材に再生材を利用することにより自然環境への
影響を軽減する。

① 野菜の品質向上と輸送経費節減を図り、消費者に新鮮な農産物を安定
的に供給するとともに野菜産地を支えるため、農道舗装が急がれる。

② 本地区の舗装率は町平均７３％に比べ４７％と町内で最も低いため、
農道舗装が急がれる。





工程表 

 

 
H20 H21     

設計・調査 
      

舗装工 
      

 

Ｂ／Ｃ根拠説明資料 

 

便益（Ｂ）の項目 

 

事

業 
B（便益） 算出方法 

①農業経営向上便益 

○農産物の輸送等にかかる

時間短縮による便益 

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費 

  走行経費：Σ（（通作時間＋輸送時間）×時間当たり経費） 
農

道 ②農業生産向上便益 

○荷傷みが減少することに 

よる便益 

荷傷みの減少による出荷量の増加 

  荷傷み防止による出荷増加量×作物単価 

 

費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠     

B（便益） C（費用） 

総費用 事業費 維持管理費
事

業 
事業名 便益額 

(百万円) 
代表的な効果 

(百万円) (百万円) (百万円) 

B／C

①農業経営向

上便益 
198

時間短縮： 

11 分 4 分 

②農業生産向

上便益 
44

荷傷み防止による出

荷量の増 

28t 

  

農

道 

一般農道 

整備事業 

計 242   

223 223 1.09

費用便益比算定：「土地改良事業における経済効果の測定方法について」（農林水産省構造改善局通達）


